































































   










































































































内容は奔放さを増し、絵として 1 点 1 点がより見ごたえのあるものへと変化し
ていった事に、この作品表現の根幹があると述べた。それは、この一連の流れ
に、“何で表現するのではなく何を表現するのか。”という、シュマイサー自身
が抱えたであろう、技法と表現（テーマ）の関わりにおける問いと、三部作を
通したその問いに対する答えの双方秘められているという考察である。この逆
比例的・技法と表現の交わり方は、芸術の価値は必ずしも高度な技術のみによ
るものではない、原点こそ、発展する事への無限の可能性を秘めている、とい
う、シュマイサーの強いメッセージのようにも受け取れる事を述べ、＜変化シ
リーズ＞によって明示された、多版多色刷り銅版画の表現展開の在り方である
とした。 
 
また、本論最後に、本研究の課題として、3つの点を挙げた。1つ目は今回発
見することが出来なかった≪変化Ⅰ・シリーズ≫残り 4 作品の実見調査と異な
ったバリエーションの継続的収集調査、2つ目は版の実見調査、最後は＜変化シ
リーズ＞の作品内に記された文書の解読である。これら 3 点を継続的シュマイ
サー研究の課題として、今後とも取り組んでいきたいと考えている。 
 
以上が、本研究論文の要旨である。 
